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特別展 「およげ！ゲンゴロウくん」 を振り返って

　11月初旬、長かった特別展が終了
しました。今回の特別展は、東日本
大震災の影響により当初予定してい
たトンボ展が延期になり、急遽代替
開催を模索するという、自分にとっ
ても忘れられない特別な特別展にな
りました。準備期間が企画立案から
展示完成までわずか２ヶ月という、
まさに突貫工事でしたが、多くの方々
の血と汗でなんとかオープンできま
した。展示はいつもそうですが、準
備は大変なのですが、終わってしま
うと「楽しかったな－」という思い
出と、「お客さんも喜んで下さったみ
たいでよかったなー」という達成感
に包まれて、苦労は忘れていきます。
　さて、今回の特別展は、当館の展
示としては特異な「水族館のような
生態展示をメインとする」というこ
と（図 1）と、準備期間が異常に短
かったこともあり、「お客さんの反応
を見ながら展示を進化（深化）させ
る」という相互作用を重視して（イ
ンタラクティブな）対応をしていっ
た、という 2つの特徴がありました。
　前者については、今回の主役の展
示標本がどちらかというと「イメー
ジはゴキブリ？」的なゲンゴロウや
タガメなどのあまり見栄えのしない
昆虫たちだったことへの対案として
考えました。彼らは水中生活に見事
に適応した形態や生態など見どころ
満載なのですが、こうした情報を標
本だけで伝えることは困難なのも事
実ですし、「見た目や名前」に左右さ
れて、そもそも特展室に入らないお
客さんが続出するのではないか？と
いう危惧もありました。そこで、維
持管理には苦労することはわかって
いたのですが、彼らの魅力を全面に

押し出した「生きた虫の生態を見せ
る」という手法をとりました。結果
的にはこれは「当たり」で、感想ノー
トの記述でも、普通標本には興味な
さそうな女性の「ゲンゴロウかわい
い！」というものが目立ちました。
まあ、かわいいかどうかは主観的な
ものですが、対象への拒絶感からは
何も生まれませんので、まずは興味
を持っていただけたことはよかった
と思います。入場されたお客さんを
見ていると、一般の方々は生体展示
を見て「タガメ大きい！」などと叫び、
標本は世界最大の種などをちょこっ
と、あとは数百枚の生態写真が迫力
のコーナーなどをご覧になる方が多
かったようです。時折、生体や標本、
解説パネルを食い入るように見つめ
ているその道の方々もおられました。
なお、水生昆虫の多くは絶滅の危機
に瀕しており、これも感想ノートを
見るとそういう悲惨な実態の一端を
共有していただけたものと思います。
　さて、今回の展示ではちょうど夏場
の繁殖期を迎える虫たちも多かったの
で、通常の展示と違って展示の見どこ
ろが新たに現れるものもあったことも
特徴だったと思います。そこで常設の
展示解説パネルだけではなく、たとえ
ばタガメが産卵・保育を始めると（タ
ガメはオスが卵を保護する習性があ
ります（図 2））、「ただいまイクメン
中」というミニ解説を設置したりし
て、理解を深めていただくようにしま

した。また、ゲンゴロウを「下から見
てみたい！」という声や「ゲンゴロウ
の写真が欲しい」という要望に応える
ために、これまでにない新しいスタイ
ルの展示手法を検討中の学芸員グルー
プと相談して「ゲンゴロウくん下から
行きます！」という、底面透明ガラス
を利用して通常見られない角度から観
察できるセットを新設したり、特別展
オリジナルの水生昆虫カードを配布し
たりました。これらは、準備に時間が
かかったので、特別展最後の一ヶ月程
度しか実施できませんでしたが、好評
でした。また、展示室内で子どもたち
が楽しめるように、水生昆虫タッチプー
ル（図 3）、オリジナルのゲンゴロウ折
り紙コーナーやこれもオリジナルの水
生昆虫の切り絵コーナーなどを開設し、
さまざまな形で水生昆虫たちとふれあ
う場を作るように心がけました。
　このように、いろいろなアプローチ
をした展示でしたが、皆さんはご覧い
ただけたでしょうか？ 2012 年は延期
になったトンボ展がいよいよ開催され
ます。今回の教訓も活かし、次回も工
夫した展示を展開したいと思っていま
すので、乞うご期待！

図 2 卵を保護するタガメのオス .

図 3 水生昆虫タッチコーナー .
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図 1 生体展示コーナー入口 .
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